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今月の掲載記事
えびの市起業支援センター
市長が説明しました　平成 30 年度えびの市事業説明会
第 31回　えびの京町温泉マラソン大会
情報公開・個人情報保護制度の運用状況を公表します
公営企業の財政状況
生活・仕事支援室をご存じですか？
Face 人 橋口定弘さん
pick up information
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えびの市起業支援センター

E
エ ビ ノ

bino-B
ビ ジ ネ ス

usiness i
イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン

ncubation c
セ ン タ ー

enter

えびの市起業支援センター概要
■インキュベーションオフィス　16 室（1 室 4.3㎡）
①パーテーションで仕切られています。
②平机 1 台、イス 1 脚、インターネット回線（Wi-Fi）を準備し
ています。
■会議室　1 室（13㎡）
■コワーキングスペース（40㎡）
入居者や市民の皆さんが使用できるスペース
■共用設備・備品
Wi-Fi、会議室、電気設備（1 室にコンセント 2 口）、インクジェッ
トプリンタ、給湯室、トイレ等
■駐車場　5 台

　

え
び
の
市
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
：

Ｅ
‐
Ｂ
ｉ
ｃ 

エ
ー
ビ
ッ
ク
）は
、
平
成
29
年

4
月
に
開
設
さ
れ
、
創
業
起
業
の
支
援
と
ビ

ジ
ネ
ス
全
般
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
え
び
の
市
に

な
か
っ
た
魅
力
あ
る
仕
事
を
創
出
す
る
こ

と
、
地
域
の
新
た
な
産
業
の
創
造
を
図
る
こ

と
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
を
9
事
業
者
が
利

用
し
、
８
事
業
者
が
起
業
し
ま
し
た
。
現
在

も
7
事
業
者
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
相
談
で
き
る

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
、
起
業
希
望
者
や
地
域

の
事
業
者
に
対
し
て
総
合
的
な
創
業
・
経
営

支
援
を
行
い
ま
す
。
同
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
常

駐
し
て
い
る
の
で
、
起
業
家
の
問
題
・
悩
み

に
即
時
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
宮
崎
市
な
ど
都
市
部
に
行
か
な
く

て
も
、
同
セ
ン
タ
ー
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
知
的

財
産
等
の
法
律
な
ど
の
相
談
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
い
つ
で
も
安
心
し
て
相
談
で
き

る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

資
金
調
達
の
悩
み
を
解
消

　

起
業
家
の
最
大
の
悩
み
は
、
資
金
調
達
で

す
。
市
で
は
、
金
融
機
関
と
包
括
的
連
携
協

定
等
を
締
結
し
て
い
ま
す
の
で
、
起
業
家
の

資
金
調
達
の
悩
み
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
市
商
工
会
が
行
っ
て
い
る
無
料
講

座「
え
び
の
創
業
塾
」を
受
講
す
れ
ば
2
年
間

に
渡
り
、
市
か
ら
利
子
を
補
給
す
る
制
度
も

準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

充
実
し
た
空
間

　

市
役
所
の
近
く
市
の
中
心
部
に
、
空
き
店

舗
を
改
装
し
て
作
ら
れ
た
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
施
設
で
す
。落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
や
器
具
等
の
設
備
が

充
実
し
た
空
間
を
低
料
金
で
使
え
ま
す
。

地
元
の
仲
間
が
後
押
し

　

市
に
は
、
す
で
に
創
業
し
て
い
る
人
や
事

業
を
継
承
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
そ
の
人

達
が
起
業
家
応
援
団
と
し
て
、
同
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
て
起
業
を
目
指
す
人
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
同
じ
志
を
持
っ
た「
仲
間
」が
あ
な

た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
待
っ
て
い
ま
す
。
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市
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
起
業
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ミ
ナ
ー
や
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
15
日
に
行
わ
れ
た
Ｍ
Ｕ
Ｋ
Ａ

Ｓ
Ａ
‐
Ｈ
Ｕ
Ｂ
代
表
村
岡
浩
司
氏
と
市
長
、

今
年
の
5
月
10
日
に
行
わ
れ
た
村
岡
氏
と
株

式
会
社
訪お

と
なう
Ｃ
Ｅ
Ｏ
日
高
葵
氏
と
の
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
起

業
を
目
指
す
人
、
起
業
し
て
い
る
人
な
ど
が

集
ま
り
ま
し
た
。ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

起
業
し
た
経
緯
や
経
営
方
針
、
資
金
調
達
方

法
な
ど
に
つ
い
て
話
し
、
参
加
者
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
月
6
日
に
行
わ
れ
た
西
諸
地
区

６
次
産
業
化
ミ
ニ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
に
は
、
有

限
会
社
ホ
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ
ア
ヤ
ウ
ェ
ブ
取
締

役
日
高
亜
矢
氏
を
講
師
と
し
て
招
き
、
商
品

の
価
値
を
伝
え
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
づ
く
り
に
つ
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
経
営
者
や
従
業

員
な
ど
が
多
数
参
加
し
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
催
し
事
の
後
に
は
、
懇
談
会

な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
名
刺

交
換
を
行
っ
た
り
、
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ

た
り
し
て
交
友
関
係
を
築
い
て
い
ま
し
た
。

　

市
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
学
び
の
場
と
し

て
機
能
し
て
い
ま
す
が
、
い
ろ
ん
な
職
業
や

人
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
会
話
を
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
考
え
た
事
業
の
確
認
が
で
き
、

ま
た
、
新
し
い
着
想
が
生
ま
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

問
え
び
の
市
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
27
‐
３
０
７
７

ユタカホームプランニング　代表社員　丸山さつきさん（50 歳）

　福祉用具や住宅の改修をする会社
を起業しました。飯野に家を借りて
埼玉とえびのを行き来しています。
　起業するときに必要な資格につい
ては、自分でも調べましたが、起業
支援センターにもアドバイスをもら

えびので起業しました Interview

インキュベーションマネージャー　坂本文夫さん（61 歳）

気軽にご利用ください Interview

いました。
　介護にはこれが正しい方法というこ
とがないと聞いています。自分たちで
試行錯誤しながら、また、支援センター
にも相談しながら仕事をしていきたい
です。

　えびのに来てあっという間に1年
が過ぎました。すべてが新しいこと
ばかりで戸惑いばかりでした。土地
勘も分かってきたので、市起業支援
センターを知ってもらうため、県境
を越えて活動していきたいです。

　市起業支援センターでは、宮崎市に
行かないとできないようなビジネス・
知的財産関係など法律の相談もできま
す。起業している人、していない人に
かかわらず、どなたでも気軽に会話の
場として利用してください。

村岡浩司氏と村岡市長とのトークセッション

POP づくりに参加した皆さん

熱心に POP づくりに取り組んでいました

作った POP を発表しました

村岡浩司氏と日高葵氏とのトークセッション
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市
で
は
、「
平
成
30
年
度
え
び

の
市
事
業
説
明
会
～
市
長
が
直
接

お
話
し
ま
す
～
」
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
、
年
度
当
初
に
自
治
会
長
や

役
員
を
対
象
に
市
の
事
業
等
を
説

明
し
て
い
ま
し
た
が
、
市
民
に
対

し
て
市
長
が
直
接
説
明
す
る
機
会

を
つ
く
っ
て
欲
し
い
と
い
う
要
望

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
た
た
め
、

一
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

今
回
は
、
5
月
17
日
か
ら
30
日

の
間
で
4
日
間
、
4
地
区
4
カ
所

で
行
い
、
約
１
０
０
人
の
市
民
の

皆
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
市
長
が
平
成
30

年
度
当
初
予
算
の
主
な
事
業
の
内

容
や
予
算
額
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
硫
黄
山
噴
火

に
伴
う
長
江
川
の
白
濁
に
つ
い
て

の
対
応
な
ど
も
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
参
加
し
た
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
質
疑
を
受
け
、
市
長

市
長
が
直
接
説
明
し
ま
し
た

平
成
30
年
度

　
え
び
の
市
事
業
説
明
会

が
答
え
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
の
意
見
等
は
、
今
年

度
の
事
業
に
対
す
る
も
の
か
ら
地

域
の
こ
と
や
身
近
な
こ
と
に
関
す

る
も
の
、
吉
都
線
の
運
行
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。
こ
の
貴
重
な

意
見
等
を
参
考
に
、
こ
れ
か
ら
の

事
業
等
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
え
び
の
市
で
は
「
市
長

と
語
ろ
う
会
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
何
気
な
い
こ
と
で
も
し
っ
か

り
対
話
す
る
こ
と
で
、
市
の
政
策

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
事

例
が
あ
り
ま
す
。
自
治
会
等
の
申

し
出
を
も
と
に
開
催
し
て
い
ま
す

の
で
、
積
極
的
な
活
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

説
明
会
当
日
の
資
料
や
質
疑
応

答
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.city.ebino.
lg.jp/

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
市
企
画
課 

政
策
係

☎
35
‐
３
７
１
２
（
直
通
）

当日たくさんのご意見をいただきましたが、紙面の都合上、一部のみを抜粋しています。

質問、意見および提案等 当日の市長回答

企画のタクシー券と福祉のタクシー券は一本化できないも
のか。

当初、福祉タクシー券と企画のタクシー助成券が両方使え
るような制度設計をしました。今回、近距離でも使えるよ
うに改正しました。一本化することによって、それまで受
けることができたサービスが受けることができないという
ことが無いように慎重に対応したいと考えています。

人手不足が深刻であるため、外国人労働者の受け入れにつ
いて対策をとってほしい。

各企業で相当受け入れているようです。まずは住居面でサ
ポートができればと考えています。

中小企業職場環境改善支援事業について、こういう事業を
しなければならなくなったのかと寂しい気持ちだ。えびの
市内の中でも町部に人口が集まるようになり、上江地区の
ような農村集落は廃れていく一方だ。定住できる条件を整
えるようにしてほしい。

商工業者に対する支援策について、商工会と協議してルー
ルづくりをしています。新たな投資、チャレンジをしてい
く人を支援していきたいと思います。

えびの駅の改修についてだが、自治会の女性部が手芸等の
作品をつくっても展示する場所がなく、駅を利用しての展
示ができないものか。

活用については、現在、地元団体等と検討中であり、参考
にさせていただきます。

住宅取得助成は非常にありがたい制度だ。空き家解消につ
ながる。聞くところによると事業が終了するということだ
が、ぜひ続けてほしい。

この制度があって、小林や湧水に家を建てようとしていた
人をえびの市に誘導できているかどうかを精査させていた
だき、見直しも含めて事業を継続したほうが良いのかどう
かを見極めたいと思います。

公債費は減っているが、大型事業が続いているので、地方
債残高は今後大きくなるのではないか。ちょうど産業団地
を造成する際に地方債残高が 90 億を超える額になるので
はないか。本当に大丈夫か心配だ。市民に詳しく情報提供
するべきではないか。

公債費は据置期間があるため、現在低い状況です。地方債
残高は、平成 33 年度にピークを迎えます。平成 30 年度に
実施設計します。詳細な金額が明らかになりますので、よ
り詳細な財政計画を立てることができます。

かわまちづくり事業でパークゴルフを整備しているが、有
料か。

後日回答させていただきます。（後日、担当課に無料運営
を確認）

新婚家賃助成は年齢制限があるのか。
新婚であれば、年齢制限は設けておりません。婚姻日から
１年以内に申請するのが条件です。

多子世帯への支援はないものか。お祝い金などは。
第３子以降の保育料無償化は行っています。お祝い金につ
いては議論しましたが、子どもを育てやすい環境づくりが
重要だと考えています。

介護保険料は、県内では一番高いが、伸び率としては低かっ
た。大変いい傾向であるが、市長としての認識は。

介護保険料は 3 年に一回の見直しになりますが、前回が県
内で一番高かったことをきっかけに百歳体操をしていただ
ける地域がたくさん増えました。そのおかげで伸び率が低
かったところであります。百歳体操で、地域の絆も改めて
生まれつつありますので、地域で末永く元気で暮らしてい
ただければと期待しています。

吉都線で車両が 2 両から 1 両になった時に、大幅な遅延が
あった。カーブに差し掛かるときにスピードが普段以上に
出ていて怖かったという子どもたちの話を聞いたが。

今回、市 PTA の皆さんの署名もあって、6 月以降も 6 時 54
分吉松発は 2 両編成で運行していただくことになりました。
JR からは子どもたちの数が減らない限りは 2 両で続けてい
くという回答でありましたが、安全面も含めて要望してい
きます。

飯野駅のトイレの前に段差がある。車いすに支障がないよ
うにしてほしい。

要望をお聞きしていますので、近いうちに対応できると思
います。

上江地区で行われた事業説明会（5 月 17 日）

加久藤地区で行われた事業説明会（5 月 18 日）

真幸地区で行われた事業説明会（5 月 21 日）

飯野地区で行われた事業説明会（5 月 30 日）
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第
31
回

え
び
の
京
町
温
泉

　
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
31
回

え
び
の
京
町
温
泉

　
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会

①

②

③
④⑤

⑥

⑦⑧

⑨

⑩

⑪

　

5
月
20
日
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

え
び
の
を
メ
イ
ン
会
場
に
「
第
31

回
え
び
の
京
町
温
泉
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
、
ハ
ー
フ
、
5

キ
ロ
、
3
キ
ロ
、
親
子
3
キ
ロ
、

1
・
5
キ
ロ
の
部
で
ラ
ン
ナ
ー
を

募
集
し
、
市
内
外
か
ら
過
去
最
高

の
２
９
6
１
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

ハ
ー
フ
の
部
に
は
１
７
１
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
た
ち

は
、
ゴ
ー
ル
の
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

を
目
指
し
て
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
市
、
地
元
住
民
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関
係
機
関
・
団

体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
大
会
運

営
を
行
い
ま
し
た
。
運
営
に
携

わ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
個

人
、
飯
野
高
校
生
、
市
議
会
議

員
、
陸
上
自
衛
隊
え
び
の
駐
屯
地

の
隊
員
、
市
職
員
な
ど
20
団
体
、

３
６
８
人
で
し
た
。
大
会
は
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
で
成

功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

①親子で 3㎞走りました② 5㎞コースに挑むランナー③選
手宣誓を行う阿多さん親子④河野宮崎県知事が参加⑤ゲス
トの森脇健児さんとハイタッチ⑥ハーフコースを走り終え
てゴールするランナー⑦大会前日、西川北高齢者クラブの
皆さんがコースの清掃を行いました⑧ランナーにカレーな
どが振る舞われました⑨沿道では市民の皆さんが応援⑩バ
イクサポーターがランナーを支援⑪ランナーの足の治療を
行う救護班⑫ 3㎞コースのスタート⑬約 5㎞地点を疾走す
るランナー⑭ゴール後ランナーに飯野高校生が給水⑮エイ
ドでは、自衛隊員や飯野高校生が給水⑯米盛病院（鹿児島
市）からドクターカーなどの派遣を受けました⑰西日本高
速道路メンテナンス九州株式会社から移動トイレの提供を
受けました⑱真幸駅までの約 4㎞の登り坂に挑むランナー
⑲笑顔で走るランナー⑳・㉑懸命に走るランナー（約 16
㎞地点）㉒さまざまなコスチュームで走っていました

⑫

⑬

⑭⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒
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情報公開・個人情報保護制度の
運用状況を公表します
情報公開条例および個人情報保護条例に基づき、市は、毎年その運用状況を公表しています。
平成 29 年度の運用状況を以下のとおり公表します。

＊公文書公開の実施状況＊

　表中の『一部公開』については、公にすることにより、特定の個人や法人等の権利、利益を害すると認められる情報、
事務や事業の適正な遂行に支障を及ぼすと認められる情報に該当するとして一部が非公開とされたものです。表中の『非
公開』については、「該当する公文書が存在しない」または「公文書に該当しない」ものです。

＊会議の公開の運営状況＊

平成 29 年度 平成 28 年度

会議の開催回数（ａ） 154 回 129 回

公開された会議の回数（ｂ） 128 回 108 回

非公開とされた会議の回数 26 回 21 回

傍聴者数（合計） 10 人 14 人

公開率（ｂ／ａ） 83.11％ 83.72％

　市では、情報公開条例に基づき、審議会等の会議を公開しています。
　これは、市のさまざまな計画や施策の決定過程を広く市民の皆さんに公開することにより、市政に対する市民の権利の
確保に努め、市政に対する理解を深めてもらい、開かれた市政の実現を図るために行っているものです。

　非公開（一部公開を含む）とされた会議は、個人情報に関する部分や審査・評価に関する事項についてのみ非公開とし
た会議です。

＊個人情報保護制度の運用状況＊

開示請求 訂正等請求 不服申立て 目的外利用 外部提供

0 件 0 件 0 件 0 件 2 件

　表中の『個人情報取扱事務登録件数』とは、市の事務のうち、個人情報を収集・管理・利用・提供する事務について、
個人情報取扱事務目録に登録している事務の件数をいいます。内訳は、市長部局 192 件、教育委員会 47 件、農業委員会
18 件、選挙管理委員会 23 件、議会 3 件、監査委員 2 件、固定資産評価審査委員会 2 件、公平委員会 1 件となっています。

■お問い合わせ先
市総務課 行政係
☎ 35-3711（課直通）

個人情報取扱事務登録件数（平成 30 年４月１日現在）

288 件

請求件数 全部公開 一部公開 非公開 不服申立て

50 件 20 件 19 件 11 件 1 件

公営企業の財政状況
えびの市の公営企業（水道事業・病院事業）の財政状況については、毎年 6 月と 11 月に公表しています。
今回は、平成 29 年 10 月１日から平成 30 年 3 月 31 日まで（平成 29 年度下半期）の予算の収入と支出
の状況についてお知らせします。（四捨五入の関係で、数値、率が一致しない場合があります。）

水道事業
区　分 予算額

執　行　額
収入率％

下半期 累　計
水道事業収益 353,343 191,538 353,134 99.9

営業収益 321,721 161,236 322,185 100.1

営業外収益 31,621 30,288 30,897 97.7

特別利益 1 14 52 5226.9

区　分 予算額
執　行　額

支出率％
下半期 累　計

水道事業費用 356,950 197,771 344,561 96.5

営業費用 332,493 185,425 320,107 96.3

営業外費用 24,409 12,346 24,407 100.0

特別損失 48 0 47 98.4

【事業収入に関する事項】

【事業費用に関する事項】

※収入の営業収益は、水道料金や手数料、水道加入金など。営業外収益は長期前受金戻入など。特別利益は、過年度損益
修正益。

※支出の営業費用は、原水および浄水費、配水および給水費、減価償却費など。営業外費用は、企業債の償還利息。

単位：千円

区　分 予算額
執　行　額

収入率％
下半期 累　計

病院事業収益 824,797 405,335 821,665 99.6

医業収益 676,955 337,020 677,587 100.1

医業外収益 147,841 68,315 144,078 97.5

特別利益 1 0 0 0.0

区　分 予算額
執　行　額

支出率％
下半期 累　計

病院事業費用 916,083 483,131 843,194 92.0

医業費用 913,552 481,350 841,036 92.1

医業外費用 1,672 1,292 1,669 99.9

特別損失 530 489 489 92.3

予備費 329 0 0 0.0

【医業収入に関する事項】

【医業費用に関する事項】
※収入の医業収益は、診療報酬、手数料、他会計負担金など。医業外収益は、他会計補助金など。

※支出の医業費用は、給与費、材料費、経費、減価償却費など。医業外費用は、企業債の償還利息など。特別損失は、固定
資産売却損など

単位：千円

単位：千円

■お問い合わせ先
えびの市水道課 経営管理係
☎ 35-1113（課直通）

■お問い合わせ先
えびの市立病院
☎ 33-1023

◎水道業務量
平成 29 年 10 月１日～

平成 30 年 3 月 31 日

［給水戸数］8,474 戸
［給水人口］17,301 人
［下半期給水量］951,151m3

［１日平均給水量］5,230m3

［１人１日平均給水量］302.3㍑
［普及率］86.5％

病院事業

Data

◎借入金残高
19 億 2,154 万円

◎病院業務量
平成 29 年 10 月１日～

平成 30 年 3 月 31 日

［病床数］50 床
［患者数（入院）］5,478 人
［患者数（外来）］11,974 人
［１日平均入院患者数］30.1 人
［１日平均外来患者数］99.8 人

◎借入金残高
1,802 万円

Data

単位：千円
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生
活
・
仕
事
支
援
室
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

市
で
は
、
生
活
上
の
あ
ら
ゆ
る
困
り
ご
と

を
抱
え
て
い
る
人
の
支
援
を
行
う
た
め
、
平

成
27
年
度
か
ら
総
合
的
な
窓
口
と
し
て
「
え

び
の
市
生
活
・
仕
事
支
援
室
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

支
援
室
で
は
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
な

が
ら
、
相
談
者
の
悩
み
や
問
題
の
解
決
に
向

け
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

支
援
内
容

●
自
立
相
談
支
援

　

個
人
、
家
庭
、
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と

の
要
因
を
探
り
、
自
立
に
向
け
た
生
活
の
見

直
し
や
そ
の
人
に
あ
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。

●
就
労
支
援

　

求
職
相
談
や
就
労
定
着
で
困
っ
て
い
る
人

に
、
求
人
紹
介
や
履
歴
書
作
成
、
面
接
指
導

を
行
い
、
就
労
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。

●
就
労
準
備
支
援

　

就
労
や
生
活
習
慣
に
課
題
を
抱
え
る
人
に
、

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
職
場
体
験
な

ど
、
就
労
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

●
家
計
相
談
支
援

　

支
出
が
収
入
を
上
回
っ
て
い
る
人
や
公
共

料
金
な
ど
の
支
払
い
が
滞
っ
て
い
る
人
な
ど

に
、
家
計
の
見
直
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
緊
急
食
料
支
援

　

緊
急
に
食
料
等
を
必
要
と
す
る
人
に
、
当

分
の
間
の
食
料
等
を
提
供
し
ま
す
。

問
市
生
活
・
仕
事
支
援
室
（
市
役
所
本
庁
2

階
）

☎
35
‐
3
7
4
1
（
直
通
）

【
相
談
日
】
月
曜
～
金
曜
（
土
・
日
、
祝
日

を
除
く
）

【
相
談
時
間
】
午
前
9
時
～
午
後
4
時

◎相談事例
事例①：就労支援

「仕事が見つからない」
↓

市生活・仕事支援室での相談・支援
↓

本人の希望でハローワーク小林へ同行支援
↓

就労定着

事例②：生活支援

「脳卒中で会社を退社」
↓

市生活・仕事支援室での相談・支援
↓

精神障害者手帳の申請手続きの支援
ハローワークと連携し、仕事の紹介

↓
精神障害者手帳の取得

就労の開始

事例③：生活支援

親の介護が必要となり、仕事を辞めて帰郷
↓

市生活・仕事支援室での相談・支援
↓

親の介護サービスの提供に向けた支援
ハローワークと連携し、仕事の紹介

↓
就労の開始

10

0

30

20

50

40

70

60

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

◎過去3年間の相談件数（新規相談のみ）

53 件
57 件

65 件

平成 27 年度

平成 28 年度

平成 29 年度

◎相談者への対応内容

■ 就労支援　■ 生活相談（他機関へつなぐ）　■ 相談のみ

31 件 14 件 8 件

28 件 16 件 13 件

35 件 11 件 19 件

市役所本庁 2 階の生活・仕事支援室で相談を受けています

　
「
ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
と
一
日
過
ご
せ
る

道
の
駅
に
し
た
い
で
す
」
と
話
す
の
は
、
道

の
駅
え
び
の
新
支
配
人
の
橋
口
定
弘
さ
ん
で

す
。

　

橋
口
さ
ん
は
、
4
月
1
日
付
け
で
、
道
の

駅
え
び
の
の
支
配
人
に
な
り
ま
し
た
。
支
配

人
に
な
る
ま
で
は
、
道
の
駅
え
び
の
の
オ
ー

プ
ン
当
初
か
ら
副
支
配
人
を
務
め
て
い
ま

し
た
。「
オ
ー
プ
ン
の
頃
が
一
番
大
変
で
し

た
。
準
備
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
し
、
何
よ
り
ど
う
や
っ
て
お
客
さ
ん
を
迎

え
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
不
安
の
方
が
大
き

か
っ
た
で
す
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

5
月
26
日
に
道
の
駅
え
び
の
の
来
場
者
が

3
０
０
万
人
を
超
え
た
こ
と
か
ら
記
念
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
本
当
に
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
。
新
鮮
な
品
物
を
届
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
従
業
員
全
員
で
毎
日

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
安
心

し
て
買
い
物
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
ま

す
」

　

橋
口
さ
ん
は
、
現
在
の
道
の
駅
が
買
い
物

を
し
て
、
食
事
を
し
て
す
ぐ
帰
る
と
い
う
短

時
間
滞
在
型
で
あ
る
こ
と
を
変
え
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。「
将
来
的
に
は
長
時
間
滞
在

型
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
え
び
の
を
感
じ
て

少
し
で
も
長
く
滞
在
し
て
も
ら
う
た
め
、
品

物
や
食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
に
も
っ
と
地
域

色
を
出
そ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　

オ
ー
プ
ン
当
時
に
比
べ
る
と
市
民
の
利
用

が
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
橋
口
さ
ん
。

「
市
民
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
に
も
な
っ
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
う
れ
し
い

で
す
」
と
笑
顔
で
し
た
。

橋
口
定
弘
さ
ん

Profile

はしぐちさだひろ／上江
／ 39 歳／趣味：魚つり

のんびり過ごせる
道の駅に
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�市民協働課 市民協働係　☎35-1118（直通）

協 働

ぷらいど21助成事業の活動実績

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主

役
に
な
っ
て
自
ら
行
う
地
域
づ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
、

助
成
金
を
交
付
す
る
「
ぷ
ら
い
ど

21
市
民
団
体
活
動
助
成
金
」
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
ソ
フ
ト
事
業

（
ま
ち
づ
く
り
活
動
）
5
団
体
と

ハ
ー
ド
事
業
（
施
設
整
備
）
1
団

体
の
計
6
団
体
が
助
成
金
の
交
付

を
受
け
、
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
市
民
団
体
の
活

動
実
績
は
表
の
と
お
り
で
す
。

【
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
金
と
は
】

　

21
世
紀
を
迎
え
、
私
た
ち
市
民

が
市
内
に
あ
る
歴
史
や
文
化
、
産

業
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
、
誇
り

と
自
信
を
持
っ
て
、
い
き
い
き
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
、
予
算
で
定
め
る
額
を
上
限
と

し
て
、
そ
の
活
動
を
行
う
市
民
団

体
に
助
成
金
を
交
付
す
る
も
の
で

す
。

※
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
金
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
市
民
協
働
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊平成 29 年度ぷらいど 21 助成金交付団体（市民団体）活動実績＊
団体名 活動実績

島津義弘公大河ドラマ誘致
委員会

大河ドラマの実現に向けて、市民とともに改めて認識を深めるために、義弘に関する歴史実績等の学習や、えびの
市内における義弘の史跡めぐりツアー、まち歩きの達人東川隆太郎氏や歴史作家桐野作人氏を招いての講演会を開
催しました。また、日置市・姶良市・湧水町と連携を図り、他地区と同じデザインののぼり旗作成や、えびの市歴
史民俗資料館と共催で講演会に向けた県内外へのパンフレット配布・ポスター掲示を行いました。

えびの映画祭実行委員会

えびの市出身の映画監督である故黒木和雄氏の助監督を務めた後藤幸一監督作品「恋谷橋」と日向寺太郎監督作品「生
きもの・金子兜太の世界」の上映会を開催しました。上映後には、後藤氏と脚本家の松田知子氏出席のシンポジウ
ムを開催し、上映作品およびえびのロケへの理解と関心を深めました。また、上映会前後の 3 日間、後藤氏と松田
氏がえびのロケ用のシナリオ作成のため、市内各所の見学や取材を行いました。

白鳥地区活性化協議会

えびの市を代表する観光地「えびの高原」への入り口である白鳥集落において、おもてなしの心をもって、観光客
に豊かな自然環境および憩いと交流の場所を提供するために、県道周辺の雑木伐採、除草作業、アジサイの植栽等
を行いました。また、平成 25 年度から県のいきいき集落に認定されている日南市宮浦地区を視察し、これまでの活
動の経緯等について話を聞きました。

川内川の生きものを守る会
クルソン峡渓谷一帯をヤマメの宝庫として目指すための水質検査や、豊富な清流保持と従来の河川を取り戻そうと
放流活動や研修活動を行いました。また、移動水槽を活用した移動水族館イベントを、岡元小学校と真幸小学校で
の出前講座および田の神さあの里産業文化祭で実施し、川内川の魚を見る機会を提供しました。

京町温泉みなほ会
京町温泉・吉田温泉の魅力を PR し、京町地区の地域活性化につなげるため、100 人でオリジナル色浴衣を着用し、
観光拠点で写真を撮るイベントや写真スポットマップを作成し、そこで色浴衣を着て写真を撮ってもらうイベント
を実施しました。写真を SNS にアップし広く PR したことで大きな反響を得ることができました。

えびの飯野駅をといちらか
さん会

駅の利用者の利便性向上のために、駅のトイレの新築工事を行いました。トイレを水洗化したことにより、利便性
が向上し、より多くの人が集う飯野駅となり、地域の交流促進につながりました。

水洗トイレを新築（えびの飯野駅をといちらかさん会） 真幸駅で色浴衣を着て写真撮影（京町温泉みなほ会）　

　

防
衛
施
設
周
辺
自
治
体
に
は
、

「
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、
自
衛
隊
等
の
活
動
に
よ
り
生

事業名 平成27年度 平成28年度 平成29年度 合計

霧島演習場関連公共用施設（教育文化施設：市立
上江小プール）整備事業

19,481 19,481
14,580 14,580

霧島演習場関連公共用施設（教育文化施設：市立
岡元小プール）整備事業

14,245 14,245
6,105 6,105

霧島演習場関連公共用施設（交通施設：西長江浦
演習場線）整備事業

21,998 22,283 26,907 71,188
19,014 20,000 25,952 64,966

霧島演習場関連公共用施設（交通施設：東長江浦
演習場線）整備事業

17,200 17,706 22,240 57,146
15,000 16,000 22,200 53,200

合　計
58,679 54,234 49,147 162,060
48,594 42,105 48,152 138,851

◎特定防衛施設調整交付金事業

※上段数字は事業費、下段数字は補助額を記載

交付された補助金・交付金内訳

事業名 平成27年度 平成28年度 平成29年度 合計

えびの駐屯地周辺整備水道施設設置助成事業
261,927 130,192 392,119
118,323 54,029 172,352

霧島演習場周辺消防施設設置助成事業
18,036 18,036

7,469 7,469

霧島演習場まちづくり構想策定支援事業
20,245 20,245
18,789 18,789

霧島演習場まちづくり支援事業
（仮称：防災食育センター建設事業）

25,395 1,534,903 1,560,298
19,046 221,540 240,586

合　計
300,208 155,587 1,534,903 1,990,698
144,581 73,075 221,540 439,196

交付金の種類 平成27年度 平成28年度 平成29年度 合計

国有資産等所在市町村交付金 2,483 2,310 2,133 6,926
国有提供施設等所在市町村助成交付金 9,965 9,689 9,091 28,745

合　計 12,448 11,999 11,224 35,671

じ
る
障
害
を
防
止
ま
た
は
軽
減
す

る
た
め
の
事
業
に
対
し
、
防
衛
省

等
か
ら
補
助
金
や
交
付
金
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の

補
助
金
等
を
活
用
し
、
施
設
や
道

路
等
の
生
活
環
境
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

（単位：千円）

（単位：千円）
◎民生安定助成事業

※上段数字は事業費、下段数字は補助額を記載

◎使途が制限されない交付金（自衛隊関係）
（単位：千円）

※国有資産等所在市町村交付金とは、国や都道府県等地方公共団体が交付金を交付する年度の前年3月31
日現在で所有する固定資産のうち、使用の実態が民間所有のものと類似しているものについて、地方税法
で定める固定資産税の代わりに交付される交付金です。
※国有提供施設等所在市町村助成交付金とは、米軍の施設や自衛隊が使用する施設が所在する市町村へ
財政上の影響等を考慮して、固定資産税の代替的なものとして交付される交付金です。
※使途制限がないため、歳出予算の財源に充てています。

�市基地・防災対策課 基地・防災対策係　☎35-1119（直通）

防 衛

防衛関連事業の状況を公表
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児童・生徒の学力向上のために

地域との交流を深める

一貫教育部会等委嘱状交付式

えびの駐屯地創立37周年記念行事

　市役所で「平成 30 年度えびの市一貫教育部
会等並びに市スーパーティーチャー委嘱状交付
式」が行われました。委嘱を受けたのは学力向
上推進部会、英語教育推進部会、総合えびの学
部会、市教育研究センターの 4 部会 37 人、スー
パーティーチャー 2 人です。
　スーパーティーチャーを委嘱された山之口忍
教諭（真幸小）は「学力向上につながる授業を
行っていきます」と抱負を述べました。

　5 月 12・13 日、「えびの駐屯地創立 37 周年
記念行事」が行われました。
　12 日には、飯野 A コープ前からタイヨ―え
びの店前までの県道で自衛官候補生などによる
パレードや、タイヨー駐車場で都城音楽隊のミ
ニコンサートなども行われました。沿道には多
くの市民などが訪れました。
　13 日には、駐屯地で記念式典が行われまし
た。

5/7

5/12
・13

地域の安全・安心を守る

えびの警察署落成式

　「えびの警察署落成式」が行われました。同
式には、宮崎県知事など関係者約 60 人が出席
しました。
　同署は、窓口や相談所を 1 階に配置してバ
リアフリーとなっており、外観は落ち着いた色
合いで、また地震に強いものとなっています。
　壹

い き

岐幸
ゆきひろ

啓えびの警察署長は「署員一同、安全・
安心の意識を強く持って、地域の治安に努めて
いきます」とあいさつしました。

5/14

障がい者の福祉を増進

身体障害者相談員委嘱状交付式

　市役所で「身体障害者相談員委嘱状交付式」
が行われました。同相談員は、地域の実情に精
通している身体障がい者等の中から社団法人宮
崎県身体障害者団体連合会の会長の推薦を受け
て、市長が委嘱するものです。その活動は、障
がいのある人またはその保護者等からの相談に
応じて、更生に必要な援助等を行います。
　委嘱を受けたのは、上野芳伸さん、福重安雄
さん、内嶋千代美さんの 3 人です。

5/14

野球の魅力を伝える

ダイワハウス全国少年少女野球教室

　真幸地区体育館で「第 24 回ダイワハウス全
国少年少女野球教室」が行われました。これは、
日本プロ野球クラブが毎年全国で行っているも
ので、えびの市総合型地域スポーツクラブ連絡
協議会がえびのに誘致しました。
　同教室には、市内外の 9 チーム、約 120 人
が参加し、ボールの握り方や取り方、ボールを
打つ時のこつなどの指導を受け、練習で実践し
ていました。

5/13

歌で吉都線を盛り上げる

大野勇太吉都線ライブ

　えびの飯野駅で「大野勇太吉都線ライブ」が
行われました。これは、歌の力でえびの市を元
気にし、小林市などと一緒に吉都線を盛り上げ
ようとえびの飯野駅をといちらかさん会が行っ
たものです。
　ライブには子どもから高齢者まで市内外から
約 90 人が訪れました。訪れた皆さんは、歌に
合わせて手拍子をしたり、一緒に歌ったりして
楽しんでいました。

5/13

留学生166人を歓迎

えびの市留学生歓迎会

　市国際交流センターで「えびの市留学生歓迎
会」が行われました。今年、中国の長春日章学
園高中（高校）からえびの市の日章学園九州国
際高等学校に来た留学生 166 人を歓迎しまし
た。歓迎会では、えびの太鼓や留学生の歌など
が披露されました。
　留学生の鄭桐（ジャントン）さんは「日本の
大学に進学するために努力しながら、地域の人
とも交流したいです」と話していました。

5/23

自衛官確保のために

自衛官募集相談員委嘱状交付式

　市役所で「自衛官募集相談員委嘱状交付式」
が行われました。同相談員は、区市町村長と自
衛隊地方協力本部長の連名により委嘱され、自
衛官志願者に関する情報の提供や自衛隊地方協
力本部が行う募集のための広報活動に関する援
助・協力を行います。
 委嘱を受けたのは、伊地知辰雄さん、木下信
義さん、園田軍志さん、竹下幸一さん、松葉一
弘さんの 5 人です。

5/14
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森林の大切さを学ぶ

森林教室

　昌明寺の市有林で「森林教室」が行われまし
た。これは、森林等の自然の大切さを理解し、
ボランティア活動を通して、郷土の自然の保全
の意義や方法を学ぶため行われたものです。上
江小中学校中学部の生徒 47 人と森林つくり隊
5 人が参加し、下草刈りの作業などを行いまし
た。参加した田中琉

る き あ

生亜くん（中学 3 年）は「森
林を守るということは大変なことだと思いまし
た」と話していました。

5/25

日頃の成果を発表

第8回文化フェスティバル

　市文化センターで「第 8 回文化フェスティ
バル」が行われました。会場には、市内外から
約 500 人が訪れました。
　第一部は芸能発表、第二部は映画「ペコロス
の母に会いに行く」が上映されました。
　芸能発表では、琴名流大正琴えびのサークル
の「大正琴」、藤乃流藤乃淳

と し な

汝社中の「舞踊」、
3B 体操同志会の「3B 体操」の発表がありまし
た。

5/26

一つでも勝ち進む

えびの市選手団結団式

　市文化センターで「みやざき県民総合スポー
ツ祭えびの市選手団結団式」が行われました。
同スポーツ祭は 6 月 2 日から 7 月 28 日まで宮
崎市を中心に行われます。結団式には、19 競
技に出場する約 130 人が参加しました。
　選手団を代表して、女子ソフトボール競技に
出場する福田枝里子さんが「市民の代表として
昨年以上の成績を残すことを目標に頑張ること
を誓います」と宣誓しました。

5/24

来場者が300万人を突破

道の駅えびの記念式典

　道の駅えびのの来場者が 300 万人を突破し、
記念式典が行われました。式典では、300 万人
目の来場者に、えびの産ヒノヒカリや宮崎牛な
どの記念品が贈呈されました。300 万人目の来
場者は、佐賀市在住の齊藤幸

さ ち お

男さんでした。
　齊藤さんは「毎月道の駅に来ているのでうれ
しいです。いろいろな道の駅に行っていますが、
ここは自然が良く、苗が生き生きしてて良いで
す」と話していました。

5/26

国内外へ魅力を発信

特命大使委嘱状交付

　市では、海外からのインバウンド増加等によ
る地方創生の実現を図るため、株式会社 en art
＆ design CEO の藤山邦子さんに「九州 きりし
ま えびの 地方創生特命大使」を委嘱しました。
委嘱期間は、2021 年 3 月 31 日までです。
　藤山さんは、「ピンチはチャンスです。硫黄
山の噴火に伴う風評被害などを払拭できるよう
に、えびのの魅力を国内外にしっかり広めてい
きます」とあいさつしました。

5/29

宮崎太陽銀行と協定締結

包括的連携協定締結式

　市と株式会社宮崎太陽銀行との「包括的連携
協定締結式」が行われました。これは、包括的
な連携により、地域の発展に寄与することを目
的に結ばれたものです。産業や観光など、5 つ
の分野で連携をとり、地域の活性化に向けて取
り組みを行います。
　同社専務取締役の河野文一さんは、「市と協
力してえびのを盛り上げられるよう尽力しま
す」とあいさつしました。

5/29

えびのの魅力を国内線で発信

JAL 新JAPAN PROJECT記者会見

　和料理周山で JAL の新 JAPAN PROJECT の
会見が行われ、機内誌「SKYWARD6 月号」で
えびの市が紹介されることと、6 月の国内線
ファーストクラスで「和料理 周山」監修によ
る夕食が提供されることが発表されました。こ
のプロジェクトは、JAL が地域プロモーション
活動として、3 カ月ごとに集中してその地域の
素晴らしさや魅力を伝えているもので、4 月か
ら 6 月は「沖縄・奄美・南九州」でした。

5/29

郷土愛を深める

青年会議所×飯野高校 合同事業

　青年会議所と飯野高校の合同事業「将来の夢
を描こう！～君の可能性は無限大～」が行われ、
同校の 1・2 年生 166 人が参加しました。これは、
青年会議所が地域を担う高校生に、郷土愛を育
んでもらい、将来への明るい夢や目標を持って
もらおうと行ったものです。
　同事業では、グループディスカッションや、
青年会議所メンバーによるトークセッションな
どが行われました。

5/31
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生
活
習
慣
病
と
は
、
偏
っ
た
食
生
活

や
睡
眠
不
足
、
運
動
不
足
、
喫
煙
、
ス

ト
レ
ス
な
ど
の
積
み
重
ね
が
長
年
続
く

こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
、
生
活

習
慣
が
発
症
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
病
気
の
総
称
で
す
。代
表
的
な

も
の
に
、
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
、
脂
質

異
常
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

初
期
の
生
活
習
慣
病
は
、
特
に
自
覚

症
状
が
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
い
つ

の
間
に
か
こ
れ
ら
の
病
気
が
進
行
し
、

命
に
関
わ
る
重
篤
な
症
状
を
引
き
起
こ

わ
か
る
」（
健
診
編
）
を
第
一
段
階
と
し
、

健
診
結
果
か
ら
一
人
一
人
が
「
栄
養
」

「
運
動
」「
休
養
」
で
生
活
習
慣
の
改
善

を
図
り
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
や

重
症
化
予
防
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

年
に
1
回
は
必
ず
健
診
を
受
け
る
よ

う
に
し
、
自
分
の
か
ら
だ
（
健
康
）
の

状
態
を
知
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
健
診

結
果
か
ら
日
頃
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
、
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
文
：
市
健
康
保
険
課 

後
藤
栄
養
士

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

健
診
で
か
ら
だ
の
状
態
を
知
り
ま
し
ょ
う

す
危
険
が
あ
り
ま
す
。そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
、「
健
診
」
を
受
け
て
、
か
ら
だ

の
変
化
に
早
く
気
付
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

健
診
は
、
ま
だ
自
覚
症
状
が
な
く
、

自
分
で
は
気
付
か
な
い
よ
う
な
か
ら
だ

の
変
化
を
発
見
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
発

症
す
る
か
も
し
れ
な
い
病
気
を
未
然
に

防
ぐ
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

第
2
次
健
康
日
本
21
え
び
の
市
計
画

で
は
、健
康
の
指
標
の
一
つ
で
あ
る「
健

診
を
受
け
て
自
分
の
か
ら
だ
の
状
態
が

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、平
成
25
年
に
策
定
し
た「
第

2
次
え
び
の
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
」
が
、
今
年
度
、
目
標
年
度
に
達
す

る
た
め
、
第
3
次
基
本
計
画
の
策
定
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

内
閣
府
で
は
、
平
成
30
年
の
男
女
共

同
参
画
週
間
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

募
集
し
、「
走
り
出
せ
、
性
別
の
ハ
ー
ド

ル
を
超
え
て
、
今
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
男
女
参
画
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
文
：
市
総
務
課
人
権
啓
発
室

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

6
月
23
日
か
ら
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

　

内
閣
府
の
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部

で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の

公
布
・
施
行
日
で
あ
る
6
月
23
日
を
踏

ま
え
、
毎
年
6
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で

の
1
週
間
を
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
「
男
性
だ

か
ら
女
性
だ
か
ら
」
と
い
う
固
定
観
念

を
見
直
し
、
男
女
が
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
お
互
い
を
尊
重
し
、
責
任
も
分

か
ち
合
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で

き
る
社
会
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
家
族
形
態
の

多
様
化
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
に

対
応
し
て
い
く
中
で
、
女
性
に
と
っ
て

も
男
性
に
と
っ
て
も
生
き
や
す
い
社
会
、

そ
し
て
住
み
や
す
い
え
び
の
市
を
築
い

て
い
く
た
め
に
は
、「
男
女
共
同
参
画

社
会
」
の
実
現
は
必
要
で
す
。

　

こ
の
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

政
府
や
地
方
公
共
団
体
だ
け
で
は
な
く
、

事
業
所
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
人
一
人

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件� 本年累計 195件

交通安全県民総ぐるみ運動

災害から命を守るため

近年の温暖化に伴い、局地的集中豪雨が増加して
います。災害から命を守るため、次のことを身

に付けましょう。
・えびの市の防災マップで危険箇所を確認
浸水区域、土砂災害区域、土砂災害特別区域を事前
にチェック。

・雨の降り始めに気象情報を確認
気象注意報・警報・避難情報を確認し、早めの避難
準備を行う。

・豪雨になる前に早めの避難
避難情報をチェックし、避難経路を確認。避難場所
への移動が危険な場合は自宅などの高い階へ避難。

7 月 1 1 日（ 水 ）～ 2 0 日（ 金 ）に 、夏 の 交 通 安 全 県
民 総 ぐ る み 運 動 を 行 い ま す 。次 の こ と に 注

意 し て 安 全 運 転 に 取 り 組 み ま し ょ う 。
・脇 見 、ぼ ん や り 等 の 漫 然 運 転 の 追 放 お よ び 歩
行 者 優 先 の 運 転 の 推 進

・子 ど も と 高 齢 者 の 安 全 な 通 行 の 確 保 と 高 齢 運
転 者 の 交 通 事 故 防 止

・自 転 車 の 安 全 利 用 の 推 進
・す べ て の 座 席 の シ ー ト ベ ル ト と チ ャ イ ル ド
シ ー ト の 正 し い 着 用 の 徹 底

・飲 酒 運 転 の 根 絶
・高 速 道 路 の 安 全 利 用 の 推 進

5月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 1件 年 計 7件
救 急 52件� 年 計 362件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

5月の交通事故発生状況
人 身 4件 本年累計 22件
物 件 25件� 本年累計 126件

　

今
年
の
5
月
ま
で
で
、
林
業
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
任
期
を
終
え
ま
し
た
。

こ
の
3
年
間
の
成
果
は
な
ん
と
い
っ
て

も
、
林
業
関
係
の
技
術
だ
と
思
い
ま
す
。

と
は
い
う
も
の
の
3
年
間
と
い
う
期
間

で
は
足
り
ず
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
べ
き
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。林
業
の
現

場
で
あ
る
山
林
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に

よ
っ
て
周
り
の
環
境
が
全
然
違
う
の
で
、

前
回
上
手
く
い
っ
た
か
ら
そ
れ
を
真
似

す
る
…
な
ん
て
こ
と
が
出
来
る
場
面
は

そ
ん
な
に
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た

め
、
そ
の
都
度
状
況
等
を
考
慮
し
つ
つ
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
対
応
し
て
い
く
必

要
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
最
近
は
山
林
の
売
買
に
も
少

し
携
わ
っ
て
い
て
、
山
林
の
相
場
が
き

ち
ん
と
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
山
林
を
見
て
、
適
正
価
格
と

自
分
で
架
空
設
定
し
た
価
格
と
比
べ
て
、

違
い
の
差
を
考
察
し
、
先
輩
と
意
見
交

換
を
し
、
見
識
を
深
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
と
し
て
は
、
林
業
が
主

だ
っ
た
の
で
、
そ
こ
ま
で
の
活
動
は
で

き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今

後
Ｏ
Ｂ
と
し
て
市
や
、
林
業
を
宣
伝

す
る
場
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。も
し
、

新
し
い
隊
員
が
入
っ
て
き
た
ら
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

任
期
後
に
は
、
協
力
隊
時
代
に
お
世

話
に
な
っ
た
前
田
木
材
有
限
会
社
に
勤

め
、
え
び
の
市
に
住
み
続
け
る
予
定
で

す
。
え
び
の
に
来
る
こ
と
で
、
自
然
や

人
々
に
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
良
か
っ
た
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
文
：
佐
山
　
雄
志
隊
員

C o m m u n i t y  b u i l d i n g

こ
れ
か
ら
も
え
び
の
で
林
業
を
学
び
ま
す

地域おこし活動

ドローンを操作して撮影する佐山隊員
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お 知 ら せ

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（田中虎夫さん）☎ 33 ｰ 2959まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

硫
黄
山
二
五
〇
年
ぶ
り
の
噴
火
な
り

荒
ぶ
る
ま
ま
に
人
智
す
べ
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下
妙
子

　
水
無
月
は
入
梅
と
な
り
田
植
の
始
ま
る
時
期
な
の
に
突
然
の
霧
島
連
山
の
噴
火
が
起
り
、
活

火
山
の
マ
グ
マ
溜
り
の
上
に
位
置
す
る
え
び
の
は
人
間
の
智
恵
で
は
な
す
術
も
な
い
。農
、
産
業
、

あ
ら
ゆ
る
方
面
に
被
害
を
受
け
ら
れ
て
い
る
。幾
世
代
も
続
い
て
来
た
命
の
炎
を
燃
し
途
切
れ

る
事
の
な
い
様
切
に
祈
り
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
　
　
　（
自
註
）�

短
歌先

を
行
く
夫
の
足
音
田
を
植
ゑ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
堀
ふ
じ
子

　
田
植
え
の
出
来
な
い
年
が
来
る
な
ど
想
像
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。い
つ
も
の
よ
う
に
コ
メ
つ

く
り
の
出
来
る
有
難
さ
を
感
じ
な
が
ら
の
田
植
え
で
す
。休
耕
を
す
る
人
も
、
い
つ
も
よ
り
作
付

け
の
多
い
人
も
、
で
き
た
コ
メ
を
売
る
人
も
苦
難
の
多
い
年
と
な
る
で
し
ょ
う
。そ
れ
ぞ
れ
の
力

と
知
恵
を
出
し
合
っ
て
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩詩粉

ひ
き
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
幸
一

粉
ひ
き
臼
が

私
の
幼
い
頃
か
ら

今
も
家
に
残
る

だ
が
　
臼
ひ
く
人
の

姿
の
記
憶
は
　
私
に
な
い

庭
先
に
　
つ
な
ぎ
も
せ
ぬ
が

逃
げ
も
せ
ず

動
き
も
せ
ぬ
が

腐
り
も
せ
ぬ
　
た
だ
残
る

石
臼
を
前
に
考
え
た

臼
を
　
誰
が
最
後
に

ひ
い
た
の
か
　
と

全
て
を
知
る
人
は

誰
も
存
在
し
な
い

利
用
さ
れ
残
さ
れ
た

石
臼
だ
け
は

知
っ
て
い
る
　
そ
の
思
い
を

子
供
　
孫
に
伝
え
る
術
は
な
い

自分におどろく

たなかかずお／文
あべ弘士／絵

（童話屋）

おすすめの一冊

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　
　　　　　　　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

老後と介護を
劇的に変える食事術

川口美喜子／著
（晶文社）

◎お知らせ

■七夕に願い事を
●期間＝7月7日（土）～ 8月12日（日）
●内容＝7月7日から七夕かざりをします。
短冊に願いごとを書いて飾ってください。

■土曜シネマ
●日時＝7月21日（土）午後1時30分～
●場所＝学習室
●参加料＝無料
●内容＝「猫侍」（大人向け）
※上映日、内容が変更になる場合があります。

■夏休み子ども読書手帳配布
●期間＝7月21日（土）～
●配布数＝30冊
※なくなり次第終了となります。7 月 時間

①飯野駅前地区体育館→
　飯野出張所

11 日（ 水 ）、25 日
（水） 14：05 ～ 15：15

②麓橋団地→自衛隊官舎 13 日（ 金 ）、27 日
（金） 15：30 ～ 16：30

③岡元小学校→市立病院
　→さくら苑 4 日（水）、18 日（水）13：15 ～ 15：15

④プラッセだいわ→老人
　福祉センター 5 日（木）、19 日（木）14：05 ～ 15：55

⑤飯野地区コミュニティ
　センタ→大平職員宿舎 6 日（金）、20 日（金）14：05 ～ 15：15

◎ブックランド号

婚活を企画しませんか
「出会い創出事業補助金」
　市では、独身の男女が出会えるイベントなどを開催す
る団体等に、事業費の一部を補助します。交流会や農業
体験、料理教室などのイベントを企画して、出会いをプ
ロデュースしてみませんか。

【補助対象者】市内に所在地がある法人や団体
【補助対象事業】独身の男女を対象とした出会いの場を

提供するイベントで次の要件を満たすもの
①参加者が独身で20歳以上
②参加者総数が10人以上
③参加者の男女比率が偏っていない ※少ない方の比率
が全体参加者の3割以上
④参加者の5人以上が市内在住者

【補助対象経費】会場使用料、各種借上料、広告宣伝費、
講師・司会者の謝礼・旅費、事務経費、消耗品費など

【補助対象外経費】飲食費（材料費含む）、賞品・景品代、
参加者の旅費・交通費など

【補助金の額】補助対象となる経費の全額 ※上限10万円
【申込方法】申請書に必要事項を記入の上、市企画課定

住対策係へ提出してください。 ※申請書は、市企画課
で取得するか、市ホームページ（ http://www.city.ebino.
lg.jp/ ）からダウンロードできます。
　詳しくは、市企画課定住対策係までお問い合わせくだ
さい。
申・問市企画課 定住対策係
☎35-3713（直通）

初心者向け「スズランバッグ講座」

　市では、生涯学習の一環として、スズランバッグ講座
を開催します。梱包用ビニールひもでオシャレで丈夫な
バッグを編んでみませんか？
　手作りバックに興味・関心のある人など、参加をお待
ちしています。

【開催日】7月4日（水）、11日（水）、18日（水）、25日（水）、
8月1日（水）、8日（水）、16日（木）、22日（水）、29日（水）
全9回

【時間】午後7時30分～午後9時

【会場】文化センター
【定員】10人程度（先着順）
【材料費】1,000円（初回のみ）
【準備するもの】特にありません。
【申込方法】市社会教育課社会教育係に電話でお申し込

みください。
【申込期限】6月29日（金）
申・問市社会教育課 社会教育係
☎35-3719（課直通）

「ジークフリート」えびの公演
市民合唱団団員募集

　市文化センターでは、日本の最高峰とされる新国立劇
場で現在活躍中のオペラ歌手・指揮者および奏者による
ワーグナー作曲のオペラ「ジークフリート」を上演しま
す。上演の中で、市民の皆さんが合唱できる演目を用意
しています。一流のオペラ歌手と同じ舞台に立って歌っ
てみませんか。

【公演日時】10月21日（日）午後2時開演予定
【対象者】高校生以上
【講師】小倉真里子氏、吉留惠子氏、重山陽子氏
［特別講師］池田香織氏
【練習会場および期日】

会場 期日

市文化センター

9 月 1 日（土）、8 日（土）、15
日（土）、29 日（土）、30 日（日）、
10 月 6 日（土）、7 日（日）、
10 日（水）、13 日（土）、17 日（水）

飯野地区コミュニティセ
ンター 9 月 23 日（日）、10 月 3 日（水）

※9月23日は特別講師、9月30日、10月7日は指揮者によ
る指導を予定しています。リハーサルは10月20日（土）
です。

【時間】午後7時～午後7時30分
【申込方法】ジークフリート運営委員会に電話でお申し

込みください。
申・問ジークフリート運営委員会（担当：小倉）
☎090-9653-6443
問市文化センター
☎35-2268
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自己負担上限額（ 1,000円）を、病院窓口で支払ってくださ
い。
②①以外の場合：償還払い
1カ月にかかった医療費が分かる領収書等と申請書を、市
福祉事務所福祉係に提出してください。申請月の翌月末に
指定された口座に振り込みます。
※申請書は、市福祉事務所、飯野・真幸出張所にあります。
市ホームページ（ http://www.city.ebino.lg.jp/ ）からもダウ
ンロードできます。
申・問市福祉事務所 福祉係
☎35-1115（直通）

ハチの巣の駆除は専門業者に依頼
しましょう

　毎年夏から秋にかけて、ハチの活動が活発になります。
巣に気付いたら、むやみに近づいたり、いたずらをした
りしてハチを刺激しないように注意してください。
　ハチに刺されると命を落とすことがあります。巣の駆
除は、ハチの種類や場所によっては、危険を伴います。
巣のある場所の所有者（管理者）から駆除専門業者へ依
頼をしてください。
※市ではハチの巣の駆除は行っていません。
※駆除費用は、ハチの巣の状況や大きさにより異なりま
す。直接、駆除専門業者に問い合わせください。
※駆除専門業者については、市民環境課生活環境係まで
お問い合わせください。
問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）

防災士の資格をとりませんか

　宮崎県では、地域での防災活動の中核となる防災士の
養成研修を行っています。

【内容】基礎コース受講→課題レポート作成・提出→専門
コース受講→防災士資格取得試験の受験
※防災士の資格を取得するためには、別途、救急救命講
習の修了証が必要です。

【参加資格】宮崎県内在住または在勤し、すべての講座に
出席することが可能で、防災に関わっている人や今後地

域の防災活動に貢献する意思または意欲のある人
【基礎コース開催日】8月19日（日）※受講料は無料
【会場】飯野地区コミュニティセンター 
【申込方法】申込用紙を記入の上、市基地・防災対策課に

持参またはファクスでお申し込みください。また、主催
となるNPO法人宮崎県防災士ネットワークへ直接申し
込みすることも可能です。
※申込用紙は、市ホームページ（ http://www.city.ebino.
lg.jp/)からダウンロードできます。

【申込期限】8月9日（木）
※えびの以外の会場での研修設定もありますので、市
ホームページまたは問い合わせ先でご確認ください。
※防災士資格取得試験を受ける人は、受験料3,000円が
必要です。また、資格試験合格後、NPO法人日本防災士
機構への認証登録手続きの登録料5,000円が必要となり
ます。
※市では、資格取得試験の受験料と認証登録料の助成を
行っています。
申・問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（直通）/FAX 35-0401
問宮崎県危機管理局 危機管理課
☎0985-26-7066
申・問NPO法人宮崎県防災士ネットワーク
☎0985-55-0447 /FAX 0985-55-0467

肝臓のこと、ご相談ください

　宮崎県では、宮崎大学医学部附属病院肝疾患センター
に肝臓の電話相談窓口を設置しています。
　「肝炎ウイルス検査では陽性と言われたけど、どうす
ればいいの？」「肝炎の治療法は？副作用はあるの？」「治
療費の助成は受けられるの？」など、気軽にご相談くだ
さい。
　医療機関からの相談も受け付けています。

【受付時間】午前9時～午後5時（月曜～金曜）※平日のみ
問宮崎大学医学部附属病院 肝疾患センター
☎0985-85-9763

重度の障がいのある人に手当を支給
します

　市では、重度の障がいがあるため、日常的に特別な介護
が必要で、支給要件を満たす人に、特別障がい者手当また
は、障がい児福祉手当を支給しています。申請には、指定
の診断書などが必要です。手当の認定には障がいの程度
や所得要件の審査があり、該当にならない場合があります。
詳しくは、市福祉事務所にお問い合わせください。
■特別障がい者手当

【対象者】在宅の20歳以上で、次の①～⑦に該当する障が
いが２つ以上あるか、それと同程度以上の障がいのある人
①両眼の視力の和が、0.04以下
②両耳の聴力レベルが100デシベル以上
③両上肢の著しい機能障がいか、両上肢のすべての指を欠
くか、両上肢のすべての指に著しい機能障がい
④両下肢の著しい機能障がいか、両下肢を足関節以上で
欠く
⑤座っていることができない程度か、立ち上がることがで
きない程度の体幹機能障がい
⑥①～⑤のほか、身体機能の障がいか、長期にわたる安静
が必要な病状が①～⑤と同程度以上と認められる状態で
あり、日常生活の用事を行うことが著しく困難な状態にあ
る
⑦精神の障がい（知的障がいを含む）で、①～⑥と同程度
以上と認められる
※施設に入所した場合や病院などに継続して3カ月以上入
院している場合は、支給されません。
※本人か扶養義務者の所得が一定の額を超える場合は、
支給されません。

【手当額】月額26,940円（平成30年4月現在の金額）
【支給月】8月・11月・2月・5月に、支給月前の3カ月分を指定

された口座に振り込みます。
■障がい児福祉手当

【対象者】在宅の20歳未満で、次の①～⑩に該当する障が
いのある人
①両眼の視力の和が0.02以下
②両耳の聴力が、補聴器を使用しても音声を識別すること
ができない
③両上肢の著しい機能障がい
④両上肢のすべての指を欠く

⑤両下肢が全く動かない
⑥両大腿を2分の1以上失っている
⑦座っていることができない程度の体幹機能障がい
⑧①～⑦のほか、身体機能の障がいか、長期の安静が必
要な病状が①～⑦と同程度以上と認められる状態で、日
常生活の用事を行うことが著しく困難な状態にある
⑨精神の障がい（知的障がいを含む）で、①～⑧と同程度
以上と認められる
⑩身体機能の障がいか病状、精神の障がいが重複する場
合で、その状態が①～⑨と同程度以上と認められる
※施設に入所した場合は、支給されません。
※本人か扶養義務者の所得が一定の額を超える場合や障
がいを理由とする年金を受給している場合は、支給されま
せん。

【手当額】月額14,650円（平成30年4月現在の金額）
【支給月】8月・11月・2月・5月に、支給月前の3カ月分を指定

された口座に振り込みます。
申・問市福祉事務所 福祉係
☎35-1115（直通）

重度の障がいのある人に医療費の
一部を助成します

　市では、重度の障がいのある人が病院で診察を受けた
場合など、医療費の自己負担分（保険診療外費用・高額療
養費・付加給付を除く）に対し、助成を行っています。
　該当者には「重度心身障がい者（児）医療費受給資格者
証」を交付します。対象となる障がいの等級は、以下のと
おりです。

【障がいの等級】
①身体障がい者手帳1級または2級
②療育手帳Ａ
③身体障がい者手帳が3級でかつ療育手帳Ｂ－1
※本人または扶養義務者の所得が一定額を超える場合は、
対象となりません。
※所得は、毎年申告の結果で更新されます。これまで該当
しなかった人も更新後は該当する場合があります。

【助成額】1カ月にかかった医療費のうち、1,000円を超え
た額

【助成方法】
①県内の医療機関に入院した場合：現物給付
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大 野 勇 太 吉 都 線 ライブの 取 材 に 行 きました 。遠くは
兵 庫 県 西 宮 市から来 て いました 。ライブ 中 の 皆 さ

ん の 笑 顔に元 気をもらいました 。（ 東 ）

京 町 温 泉マラソン 大 会 に は、今 年 も ユ ニー クなコス
チュームの人 がちらほら…。お 寿司 やたい 焼 き、某

キャラクターなど、面白いな～と思いながらシャッターを
切りました 。（ 久保 田 ）

人　口 18,654人（前月比-15人）

男性／ 8,853人（ -7人）　女性／ 9,801人（ -8人）

転入／ 40人　転出／ 35人
出生／ 9人　死亡／ 29人

世帯数 8,620世帯（前月比-5世帯）
（平成30年6月1日現在）
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【資格】
［海上］18歳以上23歳未満の人
［航空］18歳以上21歳未満の人

※高卒者または高専3年次修了者（見込みを含む）
【受付期間】7月1日（日）～ 9月7日（金）
【試験日】［1次］9月17日（月・祝日）

■一般曹候補生
【資格】18歳以上27歳未満の人
【受付期間】7月1日（日）～ 9月7日（金）
【試験日】［1次］9月22日（土）

■自衛官候補生
【資格】18歳以上27歳未満の人
【受付期間】［男子］年間を通じて募集
［女子］7月1日（日）～ 9月7日（金）
【試験日】受け付け時に通知します。
申・問自衛隊地方協力本部 小林地域事務所
☎22-5254

ご参加ください「えびの創業塾」

　えびの市商工会では、創業・起業・独立開業の第1歩と
してえびの創業塾を開催します。創業の準備・初期段階
に必要な知識の習得や、ビジネスプランの磨き上げ、起
業家マインドの育成などを目的として行います。
　ぜひ、ご参加ください。

【開催日時】

開催日 時間

1 回目 7 月 8 日（日） 9：00 ～ 12：40
2 回目 7 月 22 日（日） 9：00 ～ 13：00
3 回目 8 月 5 日（日） 9：00 ～ 13：00
4 回目 8 月 19 日（日） 9：00 ～ 12：00
5 回目 9 月 2 日（日） 9：00 ～ 12：15

【開催場所】えびの市商工会館 2階研修室 ※1回目のみえ
びの市起業支援センター

【受講料】無料
【申込方法】えびの市商工会へ電話で申し込むか、受講申

込書を提出してください。 ※受講申込書は、市観光商工
課およびえびの市商工会で取得できます。

【申込期限】7月4日（水）
※カリキュラム等の詳細は、受講申込書をご覧ください。
申・問えびの市商工会
☎35-1544

上水道は安心して利用できます

　今回の硫黄山噴火に伴い、上水道の安全性についてお
問い合わせがありますが、えびの市の上水道は、熊本県
境等から取水しているため、安心してご利用できます。
問市水道課 経営管理係
☎35-1113（課直通）

おわびと訂正

　広報えびのお知らせ版6月号の6月10日～ 7月9日の行
事予定で6月27日（水）に誤りがありました。
　図書館・歴史民俗資料館休館となっていますが、両館
とも開館日です。
　おわびして訂正します。
問市社会教育課 文化係
☎35-3719（課直通）

◎ 今月の 表 紙
　 5 月2 0 日、グリーンパークえび の
をメイン会 場に行わ れた 第 31 回え
び の京 町温 泉マラソン大 会。ハーフ
の 部 、5㎞ 付近で の 先 頭 集 団 。

平成30年度家畜商講習会

　宮崎県では、家畜の取り引きに関する講習会を行いま
す。家畜の取り引きに必要な知識を習得することができ、
講習会終了後には修了証明書が交付されます。

【開催日】8月22日（水）、23日（木）※2日間の講習です。
【時間】午前8時30分～午後5時
【場所】宮崎県庁9号館 933会議室
【講習科目および講習時間】
・家畜の取り引きに関する法令について 4時間
・家畜の品種および特徴について 4時間
・家畜の悪癖、機能障害および疾病について 6時間

【申込方法】次の必要書類等を宮崎県西諸県農林振興局
農畜産課（〒886-0004 宮崎県小林市細野367-2）へ提出
してください。

［申し込みに必要なもの］・必要事項を記入した家畜商講
習会受講申込書

・受講手数料3,300円（宮崎県収入証紙）
・写真（申し込み前6カ月以内に撮影した上半身、正面、
無帽で本人と識別できるもの）

・家畜人工授精師等の免許証の写し（講習の特例措置を
受ける人のみ）

・宮崎県暴力団排除条例に係る誓約書
【申込期限】7月27日（金）必着
【講習の特例措置】獣医師免許および家畜人工授精師の

免許を受けている人は講習の全部または一部を免除しま
す。

【その他】・申し込み時に徴収した受講手数料は返還しま
せん。

・県外に在住している人は、7月27日（金）までに宮崎県
農政水産部畜産振興課（〒880-8501 宮崎県宮崎市橘通
東2丁目10番1号）へ申込書等の書類を提出してください。

申・問宮崎県西諸県農林振興局 農畜産課
☎23-3166

ご参加ください
「オレンジカフェよかとこ」
　市では、認知症や介護等についての不安や悩みなどを
気軽に相談し合える「オレンジカフェよかとこ」を定期
的に開催しています。催し物等も楽しめる集いの場です。
ぜひ、ご参加ください。

開催日 内容

7 月 18 日
（水）

茶会～抹茶でリラックス～
ゲスト：裏千家淡交会

8 月 22 日
（水）

音に合わせた体操や手遊びでリフレッシュ
講師：南部在宅介護支援センター 田原芳子氏

【場所】国際交流センター ダイニングホール
【時間】午前10時～正午
【参加料】一人100円（飲み物・お菓子代として）
【対象者】認知症と診断された人や認知症のような症状

がある人（診断の有無は問いません）または介護者、内
容に関心のある人

【申込方法】当日参加もできますが、可能な限りそれぞれ
の開催前日までに、市地域包括支援センターに電話でお
申し込みください。
申・問市介護保険課 地域包括支援センター（担当：黒川）
☎35-1112（課直通）

平成30年度自衛官募集

　自衛隊宮崎地方協力本部小林地域事務所では、平成30
年度自衛官募集を行います。
■航空学生

今月の納税

個人市県民税 第1期
介護保険料 第2期
7月2日（月）までに納めましょう。
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写真：ムラサキナギナタタケ（撮影：平成29年10月3日）

コケとのコントラストが美しい
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